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 隠岐の島	
 	
 

	
 
Advanced	
 Life	
 Support	
 in	
 Obstetrics(ALSO)は、医師やその他の医療プロバイ

ダーが、周産期救急に効果的に対処できる知識や能力を発展・維持するための教育コ

ースである。1991 年に ACLS と ATLS に基づいて、ウィスコンシン州の一般診療医師

二人が ALSO を考案した。1993 年にコース権利は American	
 Academy	
 of	
 Family	
 

Physicians（AAFP－米国家庭医学会）によって認可され、現在全米ではほとんどの分

娩施設において、分娩に関わる医療プロバイダーが ALSO の受講を義務づけられてい

る。また ALSO コースは世界的に普及活動が行われており、59 ヵ国以上でプロバイダ

ーコースが開催され、10 万人以上が ALSO コースを完了している。	
 

日本では 2008 年に金沢大学の周生期医療専門医養成支援プログラムグループが、

米国家庭医療学会から日本での ALSO セミナー運営権を取得し全国展開を行っている。

2008 年 11 月から 2012 年 5 月までに 1147 名の受講者がおり、産婦人科医師のみなら

ず救急医やプライマリケア医、助産師・看護師、そして救急救命士等が受講した。	
 

日常的に周産期領域に携わる医療従事者に対するAdvance	
 Life	
 Support	
 in	
 

Obstetrics(ALSO)プロバイダーコースに対し、ここ数年、主に病院前産科救急を想定

して、ALSOの前段階の産科救急基礎コースとも言えるトレーニングコースが、世界中

で実験的におこなわれるようになった。「産科救急に遭遇する可能性があるプロバイ

ダー全てが標準化されたコースを学び、救急救命士から救急部スタッフ、産科医へと

連携をとることで妊産婦死亡・後遺症を減らすことができるのではないか」という観

点に立ち、周産期のより切迫した内容へ対応するために基本的なトレーニングコース

として作成されたのがBasic	
 Life	
 Support	
 in	
 Obstetrics（BLSO）プロバイダーコー

スである。	
 

日本におけるコースの内容は、妊婦の評価・分娩介助・新生児蘇生・救急車内分娩・	
 

産後大出血であり、BLSOコースを受講し、試験に合格した場合、参加者はAAFPと	
 

ALSO-Japan が認定する 5年間有効な認証を受ける事ができる。	
 

	
 

	
 セミナー	
 :	
 	
 BLSO	
 in	
 隠岐の島	
 

主催	
 :	
 	
 隠岐広域連合立隠岐病院(島根県隠岐郡隠岐の島町城北町 355)	
 

共催	
 :	
 	
 NPO 法人	
 周産期医療支援機構(OPPIC)	
 

	
 	
 	
 	
 公益社団法人	
 地域医療振興協会	
 

開催場所	
 :	
 隠岐島文化会館(島根県隠岐郡隠岐の島町西町吉田の二、２)	
 

	
 日時	
 :	
 平成 24 年 8 月 4 日(土)	
 9:00～17:00(予定)	
 

	
 費用	
 :	
 15,000 円	
 

	
 募集受講定員	
 :	
 18 名程度	
 

担当	
 :	
 隠岐病院	
 産婦人科加藤一朗	
 事務部野津信吾	
 

	
 申込方法	
 :	
 所定の申込用紙にご記入の上、E-mail または FAX でお申し込み	
 

ください。6月 25 日正午より受付開始です。	
 

定員になり次第、募集は終了いたしますのでご了承下さい。	
 

E-mail	
 machokato@oki-hospital.com	
 

F	
 A	
 X	
 	
 08512-2-6149	
 隠岐病院	
 加藤一朗宛	
 

	
 	
 

テキスト：教育提供サイトからダウンロード	
 

受付時提出物：プレテスト（回答後）	
 

購入推薦図書：日本版救急蘇生ガイドライン2010	
 に基づく新生児蘇生法テキスト	
 

田村正徳（監修）メジカルビュー社	
 



隠岐広域連合立隠岐病院	
 加藤一朗	
 行  
 

平成	
 	
 年	
 	
 月	
 	
 日 
 

BLSO コース in 隠岐の島	
 

	
 

E-mail	
 	
 machokato@oki-hospital.com	
 

FAX	
 	
 08512-2-6149	
 	
 

ふりがな	
 	
 

氏	
 	
 名	
 	
 

所	
 	
 属	
 

(医療機関	
 消防本部等名・所属)	
 

	
 

連	
 絡	
 先	
 

(勤務先・自宅)	
 

〒	
 

	
 

	
 

	
 

電話番号	
 

	
 

FAX 番号	
 

	
 

E-mail（必ず個人の PC アドレスを記入下さい。携帯電話メールは不可）	
 

	
 

	
 

連絡欄	
 

(交通手段・宿泊先、ご不明な点等ご記入ください)	
 



 

 



 
*船の時刻表は、「隠岐汽船ホームページ」で 

*飛行機の時刻表は、「JAC ホームページ」で 

*ツアー情報などは、「隠岐空港利用促進協議会ホームページ」で  

 
 



BLSO開催場所	
 隠岐島文化会館の位置図(島根県隠岐郡隠岐の島町西町吉田の二 2) 

 
 
 



時刻表の案内 
8月 3日（金）	
 出雲空港 12:45→	
 飛行機	
 →隠岐空港 13:15 

伊丹空港 13:15→	
 飛行機	
 →隠岐空港 14:05 
境港 14:25→	
 フェリー	
 →西郷港 18:30 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
  
8月 5日（日）	
 隠岐空港 13:40→	
 飛行機	
 →出雲空港 14:15 
	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
   隠岐空港 14:45→	
 飛行機	
 →伊丹空港 15:30 
	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 西郷港 15:10→	
 フェリー	
 →七類 17:35	
  
 
宿泊の案内 
	
 隠岐の島観光協会 HP：http://oki-dougo.info/ 
 
旅行会社の案内 
	
 (株)一畑トラベルサービス隠岐営業所 HP: http://www.ichibata.co.jp/travel/ 
 



2012　BLSO in 隠岐の島 プログラム

Time

受付 8:30-9:00（30分）

Intro．妊婦の評価 9:00-10:00（60分）

分娩介助 10:10-11:10（60分）

新生児蘇生 11:20-12:20（60分）

昼食 12:20-13:00（40分）

救急車内分娩 13:00-13:30（30分）

産後大出血・妊婦蘇生 13:30-14:30（60分）

シナリオ・手技練習 14:40-15:40（60分）

筆記試験＋実技試験 16:00-17:00（60分）



今一度みんなで考えよう！ 

へき地・離島周産期フォーラム 

in隠岐の島 
産科医療崩壊の象徴として有名になった隠岐の島で 

今一度みんなでへき地・離島周産期の現状を考えてみませんか？ 

隠岐の島同様に産科医療崩壊の危機となった徳之島、種子島からはもちろん 

日本全国各地からパネリストが集まり、各地域の問題と展望を話してもらいます。 

その後、へき地・離島の周産期を守るために島民を含め皆さんで考えてみたいと思います。 

 

日時：8 月 5 日（日）9:00 開場 

      9:30～12:00 

  場所：隠岐の島町 

      隠岐文化会館大ホール 

  対象：隠岐の島島民全ての方 

     周産期医療に関わる全ての方 

 
講師・パネリスト（予定） 

群馬：西吾妻福祉病院 伊藤雄二氏 

             徳之島：がじゅまるの家代表 野中涼子氏 

種子島：田上病院 高山千史氏 

隠岐の島：隠岐病院 長谷川明広氏 

北海道：日本赤十字北海道看護大学 田中和子氏 

東京離島：東京都立大塚病院 藤中義史氏 

北陸能登：金沢大学 新井隆成氏 

長崎離島：長崎医療センター 安日一郎氏 

鹿児島奄美諸島：名瀬徳洲会病院 小田切幸平氏 

★前日 8月 4日(土)は医療従事者対象の産科救急講習会 BLSO を開催します 

 

問い合わせ先：隠岐の医療を考える会事務局 斉藤靖 E-Mail：kensa@oki-hospital.com FAX：08512-2-6149 

 

 

入場無料 

 


